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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有色の液体を媒体に吐出する有色ノズルが所定方向に並んだ有色ノズル列である第１有
色ノズル列及び第２有色ノズル列及び第３有色ノズル列と、
　無色の液体を前記媒体に吐出する無色ノズルが前記所定方向に並んだ無色ノズル列であ
る第１無色ノズル列及び第２無色ノズル列と、
を有する液体吐出装置であって、
　前記第１無色ノズル列が前記第１有色ノズル列と前記第２有色ノズル列の間に配置され
、前記第２無色ノズル列が前記第２有色ノズル列と前記第３有色ノズル列の間に配置され
る、
ことを特徴とする液体吐出装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液体吐出装置であって、
　前記有色ノズル列と前記無色ノズル列の数が等しい
液体吐出装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液体吐出装置であって、
　前記有色ノズル列と前記無色ノズル列とが交互に配置される、
液体吐出装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の液体吐出装置であって、
　前記媒体を前記所定方向と交差する搬送方向に搬送する搬送機構を備える、
液体吐出装置
【請求項５】
　請求項４に記載の液体吐出装置であって、
　前記搬送方向における最上流側の前記有色ノズル列が吐出する液体の色と、最下流側の
前記有色ノズル列が吐出する液体の色とが異なる、
液体吐出装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の液体吐出装置であって、
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　前記無色ノズル列は、前記有色ノズル列に対して、前記所定方向にずれている、
液体吐出装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の液体吐出装置であって、
　前記有色の液体により形成される画像の周辺に前記無色ノズル列から前記無色の液体が
吐出される、
液体吐出装置。
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